
「NOSAIおおいた」は、
大分県農業を支える農業共済組合です
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わ
れ
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
事
業
実

績
や
令
和
４
年
度
事
業
計
画
・
業
務

収
支
予
算
な
ど
、
提
出
さ
れ
た
11
議

案
は
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
来
賓
の
尾
野
賢
治
大
分

県
副
知
事
、
御
手
洗
吉
生
大
分
県

議
会
議
長
か
ら
ご
祝
辞
を
頂
戴
し

ま
し
た
。

第
９
回
通
常
総
代
会
が
、
６
月
28

日
㈫
、
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ 

ホ
ル
ト
ホ
ー
ル

大
分
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
全
総
代
71
名
（
本
人
出

席
33
名
、
書
面
出
席
38
名
）
の
出
席

と
関
係
機
関
か
ら
の
来
賓
を
迎
え
ま

し
た
。

議
長
に
は
中
津
市
の
中
野
秀
明
総

代
が
選
出
さ
れ
、
慎
重
な
審
議
が
行

第
９
回
通
常
総
代
会

５
６
１
５
億
円
の
目
標
総
共
済
金
額

�

に
向
け
確
実
な
推
進
を

第９回通常総代会

全
11
議
案
・
可
決
承
認

ご
挨
拶

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り

農
業
保
険
事
業
へ
の
格
別
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
第
９
回
通
常
総
代
会
に

お
い
て
は
、
書
面
出
席
含
む
全
総
代

71
名
の
出
席
の
も
と
、
無
事
す
べ
て

の
議
案
に
つ
い
て
ご
承
認
を
い
た
だ

き
、
令
和
４
年
度
の
事
業
を
前
進
さ

せ
ら
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
か

ら
２
年
余
り
が
経
過
し
ま
し
た
。

大
分
県
に
お
い
て
も
減
少
傾
向
は

あ
る
も
の
の
連
日
多
く
の
感
染
者
が

発
生
し
て
お
り
、
収
束
が
見
通
せ
な

い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
円
安
基
調
に
加
え
、
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
さ
ら
な

る
資
源
高
や
金
融
・
物
流
面
で
の
経 組合長理事 阿部 順治

議長に選任された中野 秀明 総代

大分県副知事 尾野 賢治 氏

大分県議会議長 御手洗 吉生 氏
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可
決
さ
れ
た

議
案
と
要
旨

第９回通常総代会

済
の
混
乱
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
農

業
経
営
に
お
い
て
も
大
き
な
影
響
を

受
け
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
第
９
回
と
な
る

通
常
総
代
会
は
、
３
年
ぶ
り
の
参
集

形
式
と
し
て
県
下
代
表
の
総
代
各
位

に
ご
参
集
賜
わ
り
、
令
和
３
年
度
の

事
業
活
動
、
令
和
４
年
度
事
業
計
画

等
を
含
む
重
要
案
件
の
ご
審
議
、
ご

承
認
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

令
和
３
年
度
組
合
事
業
に
つ
い
て

は
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご

協
力
の
お
か
げ
に
よ
り
、
計
画
を
大

幅
に
上
回
る
共
済
金
額
５
８
１
１
億

円
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
皆
様
に
は
衷
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

続
く
令
和
４
年
度
も
厳
し
い
事
業

環
境
の
中
、
多
く
の
農
家
・
組
合
員

の
負
託
を
受
け
、
農
業
経
営
の
安
定

を
目
的
に
国
の
唯
一
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
で
あ
る
農
業
保
険
を
展
開
し

て
行
く
所
存
で
す
。
万
般
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
１
号
議
案

令
和
３
年
度
事
業
報
告
書
、
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書

剰
余
金
処
分
案
及
び
不
足
金
処
理
案
の
承
認
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

令
和
４
年
度
事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

目
標
総
共
済
金
額
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５
６
１
５
億
円

業
務
収
支
予
算
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
13
億
７
８
０
５
万
円

家
畜
診
療
所
収
支
予
算
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
億
２
５
８
９
万
円

防
災
事
業
収
支
予
算
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
億
２
８
７
１
万
円

第
３
号
議
案

令
和
４
年
度
事
務
費
賦
課
金
の
総
額
に
つ
い
て

一
般
事
務
費
賦
課
総
額
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
億
２
７
０
万
円

任
意
共
済
事
務
費
賦
課
総
額
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
億
４
１
６
０
万
円

第
４
号
議
案

令
和
４
年
度
役
員
等
の
報
酬
に
つ
い
て

役
員
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７
７
４
万
６
０
０
０
円
以
内

総
代
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
72
万
０
０
０
０
円
以
内

損
害
評
価
会
委
員
、
損
害
評
価
員
…
…
…
１
１
９
１
万
２
０
０
０
円
以
内

共
済
部
長
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
９
１
７
万
６
０
０
０
円
以
内

顧
問
料
（
弁
護
士
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
33
万
０
０
０
０
円
以
内

家
畜
診
療
所
運
営
委
員
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
万
４
０
０
０
円
以
内

第
５
号
議
案

特
別
積
立
金
の
取
崩
し
に
つ
い
て

農
作
物
共
済
…
…
…
…
…
…
…
７
６
１
２
万
０
０
０
０
円
以
内
（
損
防
）

果
樹
共
済
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
77
万
７
０
０
０
円
以
内
（
損
防
）

園
芸
施
設
共
済
…
…
…
…
…
…
…
５
０
０
万
０
０
０
０
円
以
内
（
損
防
）

任
意
共
済
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４
５
１
万
０
０
０
０
円
以
内
（
損
防
）

第
６
号
議
案

事
業
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

家
畜
共
済
に
お
け
る
組
合
員
が
行
う
損
害
発
生
通
知
に
つ
い
て
、
添
付
す
べ

き
獣
医
師
の
診
断
書
等
の
書
類
を
電
磁
的
記
録
で
作
成
さ
れ
て
い
る
も
の
で

も
可
能
と
し
、
併
せ
て
添
付
書
類
を
不
要
と
す
る
事
故
を
整
理
追
加
し
た
。 

ま
た
、
組
合
員
が
選
択
で
き
る
「
共
済
事
故
の
一
部
除
外
」
に
お
け
る
対

象
と
な
る
伝
染
性
の
疾
病
を
明
確
化
し
た
。

第
７
号
議
案

余
裕
金
の
預
入
先
金
融
機
関
の
決
定
に
つ
い
て

大
分
県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会
な
ど　
計
10
機
関

第
８
号
議
案

令
和
４
年
度
借
入
金
の
方
法
、
利
率
及
び
償
還
方
法
に
つ
い
て

第
９
号
議
案

損
害
評
価
会
委
員
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

13
名
を
選
任
す
る
。

第
10
号
議
案

家
畜
診
療
所
運
営
委
員
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

１
名
を
選
任
す
る
。

第
11
号
議
案

農
業
共
済
団
体
に
対
す
る
監
督
指
針
に
係
る
実
施
体
制
の
改
善
計
画
及
び

農
業
共
済
事
業
の
ニ
ー
ズ
調
査
に
つ
い
て

大
分
県
農
業
共
済
組
合
　

�

組
合
長
理
事
　
阿
部
　
順
治
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水稲共済 麦共済 家畜共済 果樹共済

令和３年度実績 令和３年度実績 令和３年度実績 令和３年度実績
引 受 面 積 12,054ha 引 受 面 積 1,981ha 引 受 頭 数 184,667頭 引 受 面 積 78.6ha
共 済 金 額 78億2,931万円 共 済 金 額 ４億6,202万円 共 済 金 額 328億3,029万円 共 済 金 額 9,534万円
支払共済金 8,577万円 支払共済金 494万円 支払共済金 10億2,654万円 支払共済金 429万円

令和４年度計画 令和４年度計画 令和４年度計画 令和４年度計画
引 受 面 積 10,640ha 引 受 面 積 1,759ha 引 受 頭 数 182,560頭 引 受 面 積 61ha
共 済 金 額 80億5,330万円 共 済 金 額 ４億1,631万円 共 済 金 額 296億3,139万円 共 済 金 額 7,505万円

畑作物共済 園芸施設共済 建物共済 農機具共済

令和３年度実績 令和３年度実績 令和３年度実績 令和３年度実績
引 受 面 積 640ha 引 受 棟 数 7,091棟 引 受 棟 数 48,744棟 引 受 台 数 4,768台
共 済 金 額 8,647万円 共 済 金 額 144億7,448万円 共 済 金 額 5,143億4,203万円 共 済 金 額 109億5,171万円
支払共済金 1,490万円 支払共済金 1,382万円 支払共済金 １億6,693万円 支払共済金 4,243万円

令和４年度計画 令和４年度計画 令和４年度計画 令和４年度計画
引 受 面 積 564ha 引 受 棟 数 7,557棟 引 受 棟 数 47,110棟 引 受 台 数 4,800台
共 済 金 額 7,834万円 共 済 金 額 152億6,124万円 共 済 金 額 4,969億6,750万円 共 済 金 額 109億9,000万円

大
分
県
農
業
共
済
組
合
表
彰

	
�

第
１
号
表
彰
（
共
済
部
長
・
損
害
評
価
員
・

損
害
評
価
会
委
員
の
部
）

	

⚫	

渡
辺　
良
一	

（
別
府
市
）

	

⚫	

前
後　
　
泉	

（
国
東
市
）

	

⚫	

坂
口　
秀
幸	

（
国
東
市
）

	

⚫	

梶
原　
智
俊	

（
日
田
市
）

	

⚫	

葛
城　
　
通	

（
由
布
市
）

	

⚫	

宮
脇　
壮
次	

（
佐
伯
市
）

	

⚫	

阿
南　
良
彦	

（
竹
田
市
）

	

⚫	

大
塚　
順
一	

（
豊
後
高
田
市
）

	

⚫	

北
村　
俊
造	

（
豊
後
高
田
市
）

	

第
２
号
表
彰
（
役
員
の
部
）

	

⚫	

代
表
監
事　
山
田　
定
男  （
佐
伯
市
）

	

第
３
号
表
彰
（
職
員
の
部
）

	

⚫	

伊
東　
孝
吉	

（
杵
築
市
）

	

⚫	

中
山　
裕
久	

（
日
出
町
）

	

⚫	

辛
嶋　
昭
徳	

（
九
重
町
）

	

⚫	

乙
部　
勝
美	

（
宇
佐
市
）

任
意
共
済
事
業
優
秀
組
織
等
表
彰

	

全
国
農
業
共
済
協
会
長
表
彰

	

⚫	

髙
橋　
哲
也	

（
日
出
町
）

	

⚫	

糸
長　
孝
己	

（
日
出
町
）

	

⚫	

佐
藤　
　
徳	

（
杵
築
市
）

	

⚫	

佐
藤　
幹
夫	

（
由
布
市
）

	

⚫	

田
島　
靖
久	

（
豊
後
大
野
市
）

	

⚫	

足
立　
　
宏	

（
豊
後
大
野
市
）

	

⚫	

長
久　
幸
二	

（
中
津
市
）

	

⚫	

渡
辺　
　
豊	

（
中
津
市
）

	

⚫	

矢
野　
匡
一	

（
宇
佐
市
）

	

⚫	

吉
武　
義
信	

（
宇
佐
市
）

	

大
分
県
農
業
共
済
組
合
長
感
謝
状

	

⚫	

宮
本　
耕
作	

（
杵
築
市
）

	

⚫	

堀
部
健
太
郎	

（
杵
築
市
）

	

⚫	

長
野　
　
久	

（
国
東
市
）

	

⚫	

森　
　
益
夫	

（
玖
珠
町
）

	

⚫	

白
根　
富
江	

（
臼
杵
市
）

	

⚫	

平
山　
浩
三	

（
臼
杵
市
）

	

⚫	

戸
高　
賴
良	

（
豊
後
大
野
市
）

	

⚫	

波
津
久
郁
生	

（
豊
後
大
野
市
）

	

⚫	

井
野　
忠
光	

（
豊
後
大
野
市
）

	

⚫	

高
山　
義
邦	

（
豊
後
大
野
市
）

	

⚫	

大
塚　
俊
裕	

（
竹
田
市
）

	

⚫	

浅
倉　
征
一	

（
竹
田
市
）

	

⚫	

石
川　
明
彦	

（
宇
佐
市
）

	

⚫	

奥
田　
一
郎	

（
宇
佐
市
）

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
事
業
功
労
者
表
彰

｜令和３年度事業実績並びに令和４年度事業計画｜

｜令和３年度業務支出決算額・令和４年度業務収支予算｜
令和３年度業務支出決算額

支出合計
1,532,257
（千円）

人件費
998,856事務費

40,726
（単位：千円）

業務費
42,670

普及推進費
51,002

施設費
48,431

損害評価費
15,386

損害防止費
113,591

諸税負担金
18,565

業務繰延
残金繰入
78,368
その他
124,662

令和４年度業務収支予算（収入）

収入合計
1,378,046
（千円）

受取補助金
574,870

事務費賦課金
102,702

損害防止
収入
34,995

受取利息
96,691

各種戻入
59,169

事業勘定受入
353,574

その他
77,677

前期繰越業務
残金
78,368

（単位：千円）

令和４年度業務収支予算（支出）

支出合計
1,378,046
（千円）

事務費
33,315

業務費
51,659

普及推進費
61,550

施設費
55,612

損害評価費
18,354

損害防止費
121,792

諸税負担金
13,805

その他
48,493

人件費
973,466

（単位：千円）

合計
令和３年度実績 令和４年度計画

共 済 金 額	 5,810億7,165万円
共 済 金 額	 5,614億7,313万円

支払共済金	 13億5,962万円

順
不
同
、
敬
称
略

令
和
４
年
度

第９回通常総代会
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第９回通常総代会

第
１	

加
入
推
進
強
化
に
よ
る
事
業
計
画
の
確
実
達
成

	

［
総
共
済
金
額
５
６
１
５
億
円
］

第
２	

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化

	

［�

事
業
・
業
務
の
運
営
を
確
実
に
す
る
組
織
体
制

強
化
に
向
け
た
活
動
の
継
続
・
展
開
］

水
稲
共
済

⃝
	�

最
優
先
の
活
動
事
項
と
し
、
令
和
４
年
産
水
稲
作
付
予
定
面
積
の
県
域

80
％
水
準
を
農
業
保
険
制
度（
水
稲
共
済+

収
入
保
険
制
度
）で
確
保
す
る
。

⃝
	�

一
筆
方
式
廃
止
を
契
機
と
す
る
未
加
入
者
に
対
し
、
全
相
殺
方
式
、
地
域

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
を
推
進
す
る
。

⇒

 

P.11　
乳
白
米
の
発
生
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

中
期
職
員
採
用
計
画
に
よ
る
職
員
採
用
の
実
施

⇒

 

P.15　
令
和
５
年
４
月
採
用
職
員（
総
合
職
）を
募
集
し
ま
す

拡
充
す
る
損
害
防
止
事
業
の
実
施
と
積
極
的
活
用
の
周
知

⇒

 

P.6　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
農
家
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

園
芸
施
設
共
済

⃝
	�

園
芸
施
設
の
事
業
計
画
目
標
７
５
５
７
棟
を
確
実
に
達
成
し
、
国
の
示
す

戸
数
加
入
率
80
％
水
準
を
努
力
目
標
と
し
推
進
す
る
。

⃝
	�

補
償
の
拡
充
を
周
知
し
、
オ
プ
シ
ョ
ン
契
約
等
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

⇒

 

P.10　
園
芸
施
設
共
済
の
補
償
拡
充
に
つ
い
て

収
入
保
険

⃝
	�

加
入
目
標
１
８
０
０
戸
の
達
成

⇒

 

P.11　
収
入
保
険
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集
し
ま
す

業
務
執
行
に
限
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化

⃝
	�

共
済
掛
金
等
の
取
り
扱
い
は
原
則
口
座
振
替
の
み
と
す
る
。

組
合
運
営
に
お
け
る
実
施
体
制
の
改
善
計
画
に
関
す
る

諸
課
題
に
つ
い
て
の
検
討

⃝
	�

各
種
Ｐ
Ｔ
委
員
会
等
に
よ
る
課
題
の
審
議
検
討

総
代
会
資
料
や
各
種
公
表
事
項
は
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
の
農
業
生
産
体
制
の
幅
広
い
構
築
に
向
け
て
、
農
業
経
営
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
農
業
保
険
制
度
を
農
家
組
合
員
の
理
解
の
下
、
積
極
的
に
展
開
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
事
業
実
施
方
針
の
要
旨
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Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た  

農
家
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
！

薬
剤
等
の
購
入
経
費
を
補
助

①	

ウ
ン
カ
対
策

	

薬
剤
等
購
入
経
費
の
30
％
（
10
ア
ー
ル
あ
た
り
４
０
０
円
を
上
限
）

	
�

ト
リ
フ
ル
メ
ゾ
ピ
リ
ム
成
分
を
含
む
箱
苗
施
薬
及
び
対
象
薬
剤
を
使
用

し
た
水
稲
苗

②	

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
対
策

	�


薬
剤
購
入
経
費
の
30
％
（
10
ア
ー
ル
あ
た
り
８
０
０
円
を
上
限
）

①
と
②
を
同
時
に
申
請
し
た
場
合
。
10

ア
ー
ル
あ
た
り
上
限
を
１
０
０
０
円
に
調

整
し
ま
す
。

⃝

対

象

者
：�「
水
稲
共
済
」又
は「
収

入
保
険
」
に
加
入
す

る
組
合
員
等

※�

県
・
市
町
村
か
ら
の
補
助
が
あ
っ
た
場

合
は
、
補
助
額
を
控
除
し
た
金
額
を
購

入
経
費
と
し
ま
す
。

虫
害
対
策

獣
害
対
策

申
請
期
限　
令
和
４
年
８
月
31
日
㈬
ま
で

器
具
等
の
購
入
経
費
を
補
助

購
入
経
費
の
30
％
（
上
限
40
万
円
）

※�

県
・
市
町
村
か
ら
の
補
助
が
あ
っ
た
場
合
は
補
助
額
を
控
除
し
た
金
額
を
購

入
経
費
と
し
ま
す
。

⃝

対

象

者
：�「
水
稲
共
済
」又
は「
収

入
保
険
」
に
加
入
す

る
組
合
員
等

⃝

対
象
器
具
等
：�

電
気
防
護
柵
、
電
気

柵
バ
ッ
テ
リ
ー
、
電

池
、
鉄
線
柵
及
び
金

網
柵
、
防
護
用
ネ
ッ

ト
柵
、
ト
タ
ン
柵
、

箱
罠
、く
く
り
罠（
免

許
取
得
者
の
み
）

申
請
期
限　
令
和
４
年
11
月
30
日
㈬
ま
で
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詳
し
く
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
！

防
風
等
施
設
の
設
置
・
施
設
の
強
化
費
用
の
補
助

⃝

業
者
設
置
：	

設
置
ま
た
は
修
理
費
用
の
30
％

	

（
人
件
費
及
び
諸
経
費
を
含
む
）

⃝

個
人
設
置
：	

設
置
ま
た
は
修
理
費
用
の
50
％

	

（
人
件
費
及
び
諸
経
費
を
除
く
）

上
限
金
額
10
万
円
（
１
加
入
者
あ
た
り
）

※�

県
・
市
町
村
か
ら
の
補
助
が
あ
っ
た
場

合
は
補
助
額
を
控
除
し
た
金
額
を
設
置

ま
た
は
修
理
費
用
と
し
ま
す
。

⃝

対

象

者
：�

令
和
４
年
度
に
園
芸

施
設
共
済
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方

園
芸
施
設
共
済

農
機
具
共
済

申
請
期
限　
令
和
５
年
２
月
28
日
㈫
ま
で

「
大
型
特
殊
免
許
・
け
ん
引
免
許
」
取
得
費
用
を
補
助

補
助
金
額
：
１
名
１
０
０
０
０
円
（
最
大
３
名
も
し
く
は
加
入
台
数
の
い
ず
れ

か
少
な
い
方
を
限
度
）

⃝

対

象

者
：	�

令
和
４
年
度
に
農
機
具
共
済
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
（
令
和

３
年
４
月
～
令
和
４
年
３
月
取
得
免
許
の
申
請
を
す
る
場
合

は
、
令
和
３
年
度
の
加
入
を
必
要
と
し
ま
す
）

⃝

対
象
免
許
：	�

令
和
３
年
４
月
１
日

か
ら
令
和
５
年
３
月

31
日
に
取
得
し
た
左

記
の
免
許

	�


大
型
特
殊
免
許
（「
農

耕
用
に
限
る
」を
含
む
）

	�


け
ん
引
免
許
（「
農
耕

用
に
限
る
」を
含
む
）

申
請
期
限　
令
和
５
年
５
月
１
日
㈪
ま
で
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今
注
目
の
『
ハ
ウ
ス
農
業
』

佐伯市女島／エムズファームとまと畑

多
く
の
人
を
魅
了
す
る

絶
品
ト
マ
ト

佐
伯
市
で
ト
マ
ト
栽
培
を
始
め
て

７
年
目
の
岩
本
学
さ
ん
。「
安
全
・

安
心
で
お
い
し
い
ト
マ
ト
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
栽
培
し
た
ト
マ
ト
は
糖
度
が

高
く
、
ジ
ュ
ー
シ
ー
で
お
年
寄
り
か

ら
子
供
ま
で
多
く
の
フ
ァ
ン
を
獲
得

し
て
い
ま
す
。

「
い
ろ
い
ろ
な
や
り
方
を
試
し
て

【
特
集
】

昔からトマトが好きだったと話す
岩本さん。

急
激
な
気
候
変
動
や
悪
天
候
か
ら
作
物
を
守
り
、
高
収
益
を
も
た
ら
す
栽
培
を
可
能
と
す
る
ハ
ウ
ス
農
業
。

新
規
参
入
者
が
多
く
、
先
進
的
な
農
業
を
行
っ
た
り
、
特
徴
的
な
作
物
を
つ
く
る
方
が
多
く
い
ま
す
。

ハ
ウ
ス
は
環
境
調
整
に
優
れ
る
反
面
、
風
や
雪
な
ど
施
設
に
対
す
る
被
害
へ
の
対
策
が
必
要
で
す
。

岩い
わ

本も
と 

学ま
な
ぶ

さ
ん
（
67
歳
）

佐
伯
市
女
島

⚫	

ト
マ
ト 

10
ア
ー
ル

	

（
あ
い
こ
、
千
果
、
怪
盗
ル
ビ
ー
、

	
  

シ
ン
デ
ィ
ー
オ
レ
ン
ジ
、
桃
太
郎
）
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佐伯市女島／エムズファームとまと畑

み
た
い
」
と
様
々
な
品
種
や
手
法
で

栽
培
す
る
岩
本
さ
ん
は
、
現
在
５
品

種
を
栽
培
中
、「
時
期
に
よ
っ
て
ち

が
う
う
ま
み
に
変
え
て
い
く
楽
し
み

も
あ
る
」
と
話
し
ま
す
。

「
出
会
い
」
で
た
ど
り
着
い
た

ト
マ
ト
栽
培

59
歳
の
頃
、
勤
め
先
を
退
職
し
、

農
業
を
や
ろ
う
と
県
農
業
大
学
校

に
入
学
し
た
岩
本
さ
ん
。「
当
時
の

先
生
や
、
後
輩
と
の
出
会
い
に
恵

ま
れ
、
訪
れ
た
農
園
で
本
当
に
お

い
事
故
も
あ
り
ま
す
。
令
和
３
年
４

月
に
発
生
し
た
突
風
で
は
、
二
重

カ
ー
テ
ン
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
が
良
い
対

応
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
１
次
産
業

に
事
故
は
つ
き
も
の
の
た
め
低
い
掛

金
で
補
償
を
提
供
し
て
く
れ
て
助
か

り
ま
し
た
。
心
強
く
、
今
後
の
励
み

に
な
り
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

「
食
べ
た
人
が
健
康
に
な
っ
て
く

れ
れ
ば
よ
い
」
と
岩
本
さ
ん
。
農
業

に
真
摯
に
向
き
合
い
、
食
べ
た
人
を

笑
顔
に
す
る
ト
マ
ト
は
、
次
シ
ー
ズ

ン
で
更
に
フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と
に

な
り
そ
う
で
す
。

い
し
い
ト
マ
ト
に
出
会
い
、
自
分

も
こ
ん
な
ト
マ
ト
を
つ
く
り
た
い

と
思
っ
た
ん
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

研
修
先
で
出
会
っ
た
人
々
に
助
け

ら
れ
て
続
い
て
い
る
ト
マ
ト
栽
培
。

直
売
所
や
ス
ー
パ
ー
で
販
売
す
る

ほ
か
、
昨
年
か
ら
無
人
販
売
所
の

設
置
を
始
め
て
い
ま
す
。

避
け
ら
れ
な
い
事
故
も

日
々
試
行
錯
誤
を
続
け
て
い
る
、

岩
本
さ
ん
で
す
が
、
突
風
や
鳥
害
な

ど
ハ
ウ
ス
栽
培
ゆ
え
に
避
け
ら
れ
な

ハウス横の無人販売所。人気のため午前中には売り
切れるとのこと。

風でビニールがめくれ二重カーテンに被害が発生
した（附帯施設加入での補償対象）

安全・安心・おいしいとまと。品質管理をしっか
り行い、安定したおいしさを提供します。

エムズファームとまと畑
圃場／佐伯市女島 7517 番地
出荷時期／ 11 月中旬～７月１日
販売場所／�近隣の無人販売所のほか、直売所やスーパーで販売

佐伯自動車学校 ●

佐伯市立
鶴谷中学校
● 

● 
佐伯市役所

番匠川

神崎鉄工
株式会社

● 

217

エムズファーム
とまと畑
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⃝	どんなときに共済金がでるの？

お問い合わせはお近くの 南 部 支 所  TEL.０９７４-２２-３３３０
竹田出張所  TEL.０９７４-６３-２８２５
北 部 支 所  TEL.０９７８-３２-１３０７（農業共済）へ

東 部 支 所  TEL.０９７８-６３-４４６６
中西部支所  TEL.０９７３-７２-３４０９
大分出張所  TEL.０９７-５７６-７４６１

⃝	補償を手厚くすると掛金が高くならない？
園芸施設共済には「小損害不填補」という基準があります。「損害額がこの金額を超えたら共済金を支払う」という基準
の額です。棟ごとに、１万円、３万円、10 万円、20 万円、50 万円、100 万円のうちから選択できます。この基準を
引き上げることで掛金負担を大幅に軽減できます。

	 ▪落雷で回線がショートして、操作パネルが故障した
	 ▪寒気により凍結し、かん水パイプが破裂した
	 ▪地震で栽培棚が倒れ、破損した　　など…

支払共済金＝修繕費×時価現有率（７年経過で50％）×付保割合
⃝	被害にあった時の共済金はどのくらいでるの？

修理を依頼した業者の見積書の金額（施工費含む）に、時価現有率と付保割合をかけた金額を支払います。
見積書の金額が該当装置の補償額を超える場合は補償額が上限となります。
※附帯施設はオプション加入になりますので、園芸施設本体の加入は必須となります。所有する施設のすべての附帯装置について申込をしてください。

園芸施設共済では、ハウス本体・被覆
物に加えて、右記のような附帯施設も
オプション加入することができます。

本体
とビニールだけじゃない！

附帯施設も補償
園芸施設共済では、

できます。
加温機

操作パネル

二重カーテン

循環扇

補
償
額

新品施設 ７年経過後の施設

年数経過と補償金額の推移（例）

経
過
年
数

付保割合
追加特約
20％

付保割合
追加特約
20％

復旧費用
特約
40％

評価額
（新品の半額）

40％

評価額
（新品の半額）

40％

新品の
評価額
×
80％

まずはお見積り
させてください！

通常プラン
（小損害不填補３万円）

小損害不填補	 10万円	 掛金が約65％減少
小損害不填補	100万円	 掛金が約96％減少参考

⃝	古くなった装置は高い補償に入れないの？
通常の補償プランでは、経過した年数で補償価額が減少します（７年で半額）が、
復旧費用特約を設定することで新品価額まで引き上げることができます。

⃝	補償額の上限はいくらなの？
最大で評価額の８割となりますが、付保割合追加特約を設定することで、
100％の補償額となります。

復旧費用特約と付保割合追加特約を併用することで、評価額の100％を
補償できます。
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発芽面積３割未満の例

⃝
	�

耕
地
ご
と
に
発
芽
し
た
面
積
が
３
割
未
満
の
場
合
、

必
ず
被
害
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

⃝
	�

３
割
以
上
発
芽
し
て
い
る
が
、
鋤
き
込
み
を
希
望
す

る
場
合
も
、
必
ず
被
害
申
告
を
行
って
く
だ
さ
い
。

※�

発
芽
し
な
か
っ
た
耕
地
に
つ
い
て
は
、
再
播
種
を

行
う
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

評
価
員
や
職
員
等
の
確
認
を
え
ず
、
無
断
で

鋤
き
込
み
等
を
行
っ
た
場
合
は
、
共
済
事
故
等

の
確
認
が
で
き
な
い
た
め
、
共
済
金
の
お
支
払

い
が
で
き
ま
せ
ん
。

発
芽
不
能
が
発
生
し
た
ら

必
ず
被
害
申
告
を
！

乳
白
米
の
発
生
にご

注
意
く
だ
さ
い

収
入
保
険
の

キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集
し
ま
す

大
豆
共
済
加
入
の
皆
様
へ

　
乳
白
米
等
の
登
熟
不
良
米
は
、
登
熟
期
の
異
常
高

温
で
品
質
が
低
下
し
発
生
し
ま
す
。
日
照
不
足
、
台

風
に
よ
る
強
風
な
ど
で
も
発
生
し
ま
す
。
被
害
が
多

く
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
か
ら
注
意
喚

起
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
。

　

収
入
保
険
は
、
自
然
災
害
の
ほ
か
、
価
格
の
低
下
や
ケ
ガ
な
ど
、
農
業
者

の
努
力
で
は
防
ぐ
こ
と
の
で
き
な
い
様
々
な
要
因
に
伴
う
収
入
減
少
に
備
え

る
仕
組
み
と
し
て
、
平
成
31
年
１
月
か
ら
始
ま
っ
た
保
険
制
度
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
持
続
的
な
農
業
経
営
を
支
援
す
る
収
入
保
険
が
、
農
業
者
の

み
な
ら
ず
社
会
一
般
に
一
層
浸
透
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
要
領

【
募
集
す
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
内
容
】
収
入
保
険
の
重
要
性

と
農
業
経
営
に
潜
む
リ
ス
ク
へ
の
備
え
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
、
農
業

者
や
社
会
一
般
に
共
感
さ
れ
る
フ
レ
ー
ズ
と
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】
広
く
一
般
の
応
募
を
受
け
付
け
ま
す
。
１
人
で
複

数
の
応
募
も
可
と
し
ま
す
。

【
応
募
期
間
】
令
和
４
年
７
月
４
日
㈪
～
８
月
12
日
㈮
（
必
着
）

【
入
選
作
品
の
発
表
】
令
和
４
年
12
月
末
ま
で
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全

国
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
農
業
共
済
新
聞
で
発
表
し
ま
す
。

注
意
事
項

※�

最
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
作
品
（
採
用
作
品
）
は
、
農
業
共
済
新
聞
を
は
じ
め
と
す
る

組
織
内
の
機
関
紙
誌
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
統
一
的
に
使
用
し
ま
す
。

※�

採
用
作
品
の
著
作
権
な
ど
一
切
の
権
利
は
、
本
会
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

※�

応
募
は
自
作
の
未
発
表
作
品
と
し
、
応
募
に
係
る
費
用
は
応
募
者
の
負
担
と
し
ま
す
。

ま
た
、
全
て
の
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※�

採
用
作
品
の
著
作
権
な
ど
に
つ
い
て
、
異
議
申
立
て
や
苦
情
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、

応
募
者
が
責
任
を
負
う
も
の
と
し
ま
す
。

※�

応
募
者
の
個
人
情
報
は
、
本
人
の
許
可
な
く
第
三
者
に
開
示
・
提
供
し
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
入
選
作
品
の
受
賞
者
に
つ
い
て
は
氏
名
及
び
住
所
（
都
道
府
県
）
を
公
表
し
ま

す
。
イ
メ
ー
ジ
化
等
の
観
点
か
ら
、
提
案
の
趣
旨
を
最
大
限
尊
重
し
つ
つ
、
字
句
を
一

部
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

収
穫
１
週
間
程
前
に
な
っ
た
ら
籾
を
手
で

も
ん
で
登
熟
具
合
を
チ
ェッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　
登
熟
不
良
米
の
発
生
が
多
数
見
込
ま
れ
る

場
合
は
、
収
穫
を
行
う
前
に
被
害
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
。

水稲
うるち玄米整粒

（※農林水産省HPより）

乳白粒
いわゆる乳白米。
粒内部に白色不透
明な部分がある。

Check

応
募
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

http://nosai-zenkokuren.or.jp

お問合せ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
連 「
収
入
保
険
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」
募
集
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
３
（
６
２
６
５
）
４
８
０
６

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
（
６
２
６
５
）
４
８
０
７

メ
ー
ル kikaku@

nosai-zenkokuren.or.jp

▲メールは
　こちらから

【
賞
金
等
】
①
入
選
賞　
最
優
秀
作
品
：
１
点
［
賞
金
５
万
円
］・

優
秀
作
品
：
３
点
［
賞
金
１
万
円
］
②
選
外
賞　
抽
選
に
よ
り
30

名
に
ク
オ
カ
ー
ド
［
千
円
分
］
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県
内
の
元
気
な
農
業
者
を
紹
介

「
長
年
、
有
機
栽
培
に
こ
だ
わ

り
続
け
た
こ
と
で
、
自
分
た
ち

が
つ
く
る
も
の
が
心
か
ら
安
心
・

安
全
と
言
え
る
自
信
が
あ
り
ま

す
。
自
然
に
育
て
る
こ
と
で
、

土
や
茶
樹
、
栽
培
す
る
私
た
ち

を
強
く
、
優
し
く
し
て
く
れ
ま

し
た
」
と
髙
橋
さ
ん
。
髙
橋
製

茶
の
緑
茶
は
、
２
０
０
１
年
に

大
分
県
第
１
号
の
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ

認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。

「
有
機
栽
培
」
へ
の
転
換

昭
和
31
年
か
ら
お
茶
の
栽
培
を

始
め
、
当
初
は
農
薬
を
使
用
し
栽

培
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
創
業
者

で
あ
る
父
親
が
農
薬
散
布
中
に

誤
っ
て
農
薬
を
全
身
に
あ
び
て
し

ま
い
、
体
調
を
崩
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
農
薬
を
使

わ
な
い
「
有
機
栽
培
」
へ
の
取
り

組
み
を
始
め
ま
し
た
。

髙た
か

橋は
し 

雄ゆ
う

三ぞ
う

さ
ん
（
55
歳
）

先
代
か
ら
受
け
継
ぐ
安
心
・
安
全
な
有
機
日
本
茶

自
然
を
活
か
し
た
お
茶
づ
く
り

当
初
は
、
茶
葉
が
う
ま
く
で
き

ず
、
出
荷
す
る
量
も
少
な
く
、
収

入
も
激
減
し
ま
し
た
。「
１
年
、

２
年
と
続
け
て
い
る
う
ち
に
茶
樹

が
強
く
な
り
、
土
の
中
の
微
生
物

が
活
発
に
働
き
肥
料
の
養
分
を
十

分
吸
収
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
自
然
が
父
親
の
意
思
に
答
え

て
く
れ
た
瞬
間
で
あ
り
、
私
た
ち

の
心
に
も
自
信
を
与
え
て
く
れ
ま

し
た
」
と
髙
橋
さ
ん
。

「
有
機
栽
培
し
た
髙
橋
製
茶
の

お
茶
は
、
昔
な
が
ら
の
懐
か
し
い

自
然
の
味
で
、
甘
み
を
い
か
す
し

ぶ
み
も
あ
り
、
ま
ろ
や
か
な
お
茶

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
に
飲

ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

髙
橋
製
茶
の
お
茶
は
、
緑
茶
以

外
に
も
色
々
な
お
茶
を
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

臼
杵
市
野
津
町

▲�安心・安全な有機日本茶を
栽培する髙橋さん

http://w
w

w.tkhs-cha.com
/

▲ �緑茶のほか、有機栽培した
茶葉を使用した、様々な種類の
お茶を販売している

⚫	

お
茶 

８
ヘ
ク
タ
ー
ル
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県
内
の
元
気
な
農
業
者
を
紹
介

「
男
女
を
問
わ
ず
花
が
好
き
な
人
は
多
く
、

ダ
リ
ア
園
が
目
的
で
来
ら
れ
る
方
も
い
ま
す

ね
」
と
話
す
佐
藤
豊
さ
ん
。
自
家
製
野
菜
な

ど
の
直
売
所
を
兼
ね
た
「
の
ん
び
り
茶
屋
」

を
経
営
す
る
傍
ら
、
店
の
隣
に
趣
味
で
約
15

ア
ー
ル
の
ダ
リ
ア
園
を
造
成
し
て
い
ま
す
。

園
内
の
ダ
リ
ア
は
２
百
種
類
を
超
え
、
中

に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
「
く
す
美
人
」
も

あ
り
ま
す
。「
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
交
配
に

は
数
年
か
か
り
ま
し
た
。
花
も
野
菜
も
収
穫

ま
で
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
喜
ん
で

く
れ
る
方
の
笑
顔
が
原
動
力
で
す
」
と
意
欲

的
に
話
し
ま
す
。

昨
年
、
杵
築
市
山
香
町
に
て

『
向
野
農
業
を
守
る
会
』
を
立

ち
上
げ
た
発
起
人
の
川
野
義
弘

さ
ん
。
共
済
部
長
と
し
て
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て

地
域
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

農
業
を
す
る
人
が
年
々
少
な

く
な
る
中
、
こ
の
ま
ま
で
は
地

元
の
農
業
が
衰
退
し
て
い
く
こ

と
を
懸
念
し
、
山
香
町
向
野
地

区
の
『
向
野
米
』
を
守
る
た
め

に
立
ち
上
り
ま
し
た
。

同
会
で
は
旧
Ｊ
Ａ
の
倉
庫

を
有
効
活
用
し
、
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
を
運
営
。
川
野
さ
ん
は
10

年
前
か
ら
農
業
を
始
め
、
当
時

23
ア
ー
ル
だ
っ
た
面
積
は
昨
年

は
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
、
今
年
は

８
ヘ
ク
タ
ー
ル
へ
と
規
模
拡
大

予
定
と
い
い
ま
す
。

「
発
起
し
て
か
ら
す
ぐ
周
り

の
人
か
ら
賛
同
が
あ
り
、
嬉

し
か
っ
た
」
今
後
に
つ
い
て

は
「
一
緒
に
農
業
を
し
て
く

れ
る
奥
さ
ん
が
見
つ
か
る
と

い
い
な
」
と
明
る
く
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

18
年
前
に
運
送
業
を
辞
め
、
農
業
を
始
め

た
宮
本
さ
ん
は
、
農
業
が
落
ち
着
く
と
趣
味

の
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
レ
ー
ス
用
の
車
２
台
と
バ
イ
ク

２
台
を
所
有
し
て
お
り
、
全
国
の
サ
ー
キ
ッ

ト
で
開
催
さ
れ
る
大
会
へ
参
加
、
全
国
７

位
に
な
る
実
力
で
す
。

コ
ツ
コ
ツ
と
改
造
し
た
愛
車
に
は
、
日

本
で
２
個
し
か
な
い
部
品
を
使
う
な
ど
の

熱
中
ぶ
り
。

「
こ
れ
か
ら
は
息
子
と
共
に
農
業
を
頑
張

り
、
趣
味
の
時
間
も
増
や
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

佐さ

藤と
う 

豊ゆ
た
か

さ
ん
（
40
歳
）

川か
わ

野の 

義よ
し

弘ひ
ろ

さ
ん
（
38
歳
）

宮み
や

本も
と 

康や
す

博ひ
ろ

さ
ん
（
61
歳
）

花
の
あ
る
直
売
所

地
元
農
業
を
守
る

オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

宇
佐
市
長
峰

玖
珠
町
森・鹿
倉

杵
築
市

▲ �「ダリアは夏から秋まで楽
しめます」と話す佐藤さん▲愛車と宮本さん

▲  �「地域の農業を守りたい」
と話す川野さん

⚫	
水
稲 

８
ヘ
ク
タ
ー
ル

⚫	

水
稲 

19
ア
ー
ル

⚫	

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン 

１
２
０
ア
ー
ル

⚫	

そ
の
他
野
菜 

60
ア
ー
ル

⚫	

椎
茸 

15
万
駒

⚫	

水
稲 

１
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

⚫	

麦 

９
ヘ
ク
タ
ー
ル
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　美味しい餃子を作りたいと昨年 12 月にオープン
した「杵築ぎょうざ小春」。杵築市に恩返しがしたい
という想いで杵築市に本店を構え、一日 6,000 個を
超えるぎょうざの製造と販売を行っています。
　現在販売しているのはぎょうざとしそぎょうざの
二種類。国産の素材を手ごねで仕上げ、何個でも
パクパクと食べることができる和風な味付け。
　冷凍ではない生のぎょうざは杵築本店のみの販売
で、別府市と大分市の無人販売所では 24 時間冷凍
餃子を買うことができます。
　別府店ではあつあつの餃子をお店で食べることが
でき、ソフトクリームに餃子の皮で包んだ餡子が
添えられた「ぎょうざソフトクリーム」が大人気
です。

　日田市大山町の手作りお菓子の店「旬彩フェルミエ」
では、米粉 100％のマドレーヌやシフォンケーキ
などのお菓子を販売しています。米粉を使ったお菓子
は、消化が穏やかで体に優しく小麦粉にはない独特の
食感があります。
　自家製の小松菜や、すもも等の旬の素材を存分に
使用した、農家ならではの味が人気です。
　農繁期以外の９月～５月に、見晴らしがよく開放感
たっぷりのベランダカフェをオープンし、地元産の
食材を使ったランチ営業を行っています。お菓子は
農繁期の６月～８月も県内のスーパーなど（サンリブ、
トキハ、大分大山町農協　木の花ガルデン）で注文
販売が可能です。農家発信のお菓子を是非ご賞味
あれ。

新たなソウルフードに！

玖珠川

●
木の花ガルテン

大山本店

道の駅 水辺の郷・おおやま
●

大山ダム ●

旬彩フェルミエ
ス
カ
イ
ファー
ム
ロ
ー
ド
ひ
た

673

674

212

210

杵築ぎょうざ小春
（杵築本店）

杵築I.C.

49
644

405

643

213

杵築市役所 ●

大分県立
杵築高校

 ●

八坂川

杵築城
 ●●

きつき城下町資料館

農家生まれのお菓子屋さん

杵築ぎょうざ小春

旬彩フェルミエ

NOSAI職員おすすめスポット いっちみちょくれ！
※定休日、営業時間については各店舗にお問い合わせください。

日田市大山町東大山 3213
TEL.090-1512-2537
カフェ、ランチ
定休日／水曜、日曜日
営業時間／	10：00 ～ 16：00（９月～５月）
	 カフェ、ランチは要前日予約
ホームページ  http://komekocake.com/

東部支所　立
たて

脇
わき

 泰
やす

志
し

何個でも食べられる！

杵築本店
大分県杵築市杵築374-２
定休日／水曜日
営業時間／	10：00～19：00

別府店
大分県別府市小路町３-22
定休日／水曜日
営業時間／	11：00～15：00、
	 17：00～21：30
　　　　  （LO 21：00）

無人販売所
三芳店／大分県大分市三芳676-13
寒田店／大分県大分市寒田901-33
別府店／大分県別府市小路町３-22
営業時間／24時間営業

杵築本店
Instagram

別府店
Instagram

優しい食感！

中西部支所

大
おお

石
いし

 圭
けい

介
すけ

▲ホームページは
　こちらから
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み
ん
な
大
好
き

�

ご
は
ん
の
お
供

食
卓
を
彩
る
メ
イ
ン
と
し
て
、
誰
も
が
愛
す
る
メ
ン
チ
カ
ツ
。
中
津
市

山
国
町
に
は
美
味
し
い
豚
肉
を
生
産
・
加
工
・
販
売
を
一
貫
し
て
行
う
梶

原
畜
産
が
あ
り
ま
す
。
な
ん
と
い
っ
て
も
、
自
社
生
産
の
黒
豚
を
使
っ
た

「
吾
一
の
黒
豚
メ
ン
チ
カ
ツ
」
は
絶
品
で
、
人
気
も
高
い
商
品
で
す
。

標
高
５
０
０
メ
ー
ト
ル
の
自
然

豊
か
な
農
場
で
、
大
事
に
育
て
ら

れ
た
黒
豚
は
、
旨
味
が
凝
縮
さ

れ
、
脂
身
は
甘
く
、
揚
げ
物
に
は

最
適
。
カ
ラ
ッ
と
揚
が
っ
た
衣
の

中
か
ら
、
黒
豚
の
旨
味
が
口
の
中

に
広
が
り
ご
は
ん
が
す
す
む
こ
と

間
違
い
な
し
。

コ
ロ
ナ
禍
で
店
舗
に
て
弁
当
販

売
も
始
め
ま
し
た
。「
消
費
者
の

声
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
聞
け
、
頑
張

る
力
の
源
に
な
る
ん
で
す
」
と
、

店
主
の
梶
原
吾
一
さ
ん
。
月
２
回

開
催
す
る
豚
肉
の
販
売
会
は
、
口

コ
ミ
で
県
外
か
ら
の
お
客
さ
ん
も

多
く
訪
れ
ま
す
。「
山
国
の
良
い

も
の
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

「吾一の黒豚」を使用した惣菜を紹介
する梶原美由紀さん

出来立ての「吾一の黒豚メンチカツ」

知
っちょくれ

梶
原
畜
産

中
津
市
山
国
町

令和５年４月採用職員（総合職）を募集します
ガイダンスにお越しください 募集の概要

※詳細はホームページの採用情報ページを
ご覧ください

　http://www.nosai-oita.jp/wp/

開催日時

令和４年８月５日㈮
	 第１回  10：30 ～ 11：30
	 第２回  13：30 ～ 14：30

令和４年８月６日㈯
	 第３回  10：30 ～ 11：30
	 第４回  13：30 ～ 14：30
	 第５回  15：30 ～ 16：30（オンライン）

開催場所 NOSAI おおいた　本所
申込期間 令和４年７月１日㈮～８月５日㈮

申込方法
NOSAI おおいたホームページの採用情報
にある「ガイダンス申込フォーム」から
お申し込みください。

募集人数 若干名

業務内容 農業保険の普及推進、損害評価業務など
関連事務

給　　与

［令和４年度初任給］
高校卒：154,900 円
短大卒：168,900 円
大学卒：188,700 円
※	�大分県職員給与と同様の給与形態、経
歴による加算あり。

募集人員
●	�令和５年４月１日現在 18歳～40歳の人
●	�令和５年３月末卒業見込みの者又は既卒者

募集期間 令和４年８月22日㈪～９月22日㈭
一次試験 令和４年10月29日㈯

TEL.097-544-8110
Eメール  saiyou@nosai-oita.jp
本所  総務部  経営企画課  職員採用担当

エントリーはこちらから▶
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キ
農業女子ラリキ
農業女子ラリちゃん

NOSAIおおいた広報紙「きらり」第42号
令和４年７月発行

編集後記

今回の表紙　トマト

大分県農業共済組合（本所）
〒870-0822  大分県大分市大道町３丁目１番１号
TEL.097-544-8110　FAX.097-544-8242

　蒸し暑さを表す不快指数が、連日80を超
える時期がやってきました。冷房のない場
所での作業が多い農業者はより熱中症に気
をつけなければなりません。朝食をしっか
りとり、水分補給をして暑い夏を乗り切り
ましょう。

　トマトの特徴的な赤色はリコピンという
栄養素のものです。リコピンは生活習慣病
の予防や、老化防止に効果があるといわれ
ています。

　令和２年７月豪雨で被災
した「宝泉寺温泉郷」。
　復興プロジェクトの一つ
として、宝泉寺温泉の泉質
に合わせてブレンドされた

「宝泉寺温泉郷オリジナル
ブレンドコーヒー粉」をプ
レゼント。
　またコーヒーの空き袋が１
名分の無料入浴券となり宝
泉寺温泉郷で利用できます。

応 募 方 法	 �ハガキまたはＥメールに下記の①〜④を記入いただき
お申し込みください。当選者は発送をもって発表にか
えさせていただきます。

	� ①感想や１番良かった記事、NOSAI への質問や要望
	 ②郵便番号、住所　③氏名、年齢　④電話番号
送 り 先	 〒 870-0822 大分市大道町３丁目１番１号
	 大分県農業共済組合広報係
Ｅ メ ー ル	 kirari@nosai-oita.jp

東 部 支 所	 TEL.0978-63-4466
中西部支所	 TEL.0973-72-3409
大分出張所	 TEL.097-576-7461

南 部 支 所	 TEL.0974-22-3330
竹田出張所	 TEL.0974-63-2825
北 部 支 所	 TEL.0978-32-1307

印刷：	小野高速印刷株式会社　〒870-0913 大分市松原町２-１-６
	 TEL.097-558-3444　URL https://www.ohp.co.jp/

宝泉寺温泉郷
オリジナルブレンドコーヒー粉

N
OSAI OITA Public Relations M

agazine  vol.42  2022.7

大分
おとりよせ
グルメ

抽選で５名様にプレゼント！

宝泉寺温泉郷 復興元気！プロジェクト
九重町　宝泉寺温泉郷
TEL.0973-78-8177

ネットストア　https://kizunatsunagari.stores.jp

スマホからも応募できます！

ど
れ　ど

れ…

テ
ン
ト
ウ
ム
シ
は

ア
ブ
ラ
ム
シ
を

食
べ
て
く
れ
る

益
虫
だ
よ
。

早
速
、

テ
ン
ト
ウ
ム
シ
を

探
し
に
き
ま
し
た
！

あ
、こ
の

テ
ン
ト
ウ
ム
シ

ダ
メ
ダ
メ
！

ニ
ジ
ュ
ウ
ヤ
ホ
シ

テ
ン
ト
ウ
は
、

草
食
で
害
虫
だ
か
ら

気
を
つ
け
て
！

ご
め
ん
な
さ
い…
え
！

強
そ
う
だ
し
、

ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン

食
べ
て
く
れ
そ
う
！

へぇ～！

NOSAIへの
ご意見・ご要望をお寄せください

hp@nosai-oita.jp

締切：2022年９月４日（日） ［消印有効］
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